
 

 

 

官民共創の新しいまちづくり協議会 議事概要 

 

Ina City 

 

 

会議名 第 4 回伊那弥生ケ丘高校将来活用 WG 

開催日 2024 年 11 月 21 日(木) 

開催時間 開会 18：00 閉会 20：30 

開催場所 伊那市役所 501 会議室 

出席者 

協議会・WG メン

バー 

平賀裕子氏、山本風音氏、須永理葉氏、吉岡秀幸氏、大塚純氏 

 

事務局・職員 商工観光部：柴商工振興課長、林課長補佐 

教育委員会：伊藤課長補佐 

地域創造課：浦野係長 

関係者 上伊那地域振興局 企画振興課 杉本主事 

欠席者 ― 

議事 １． 全体会の WG でやりたいこと。 

２． 今後のスケジュール 

 

議事項目 概要 次のステップ 

1、プロジェクトの規模と現状について 

キックオフの全

体会の WG で何

をやりたいか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇WG メンバー 

・「学びの多様化学校」を勉強して、本当の「学び」

をみんなで作っていきたい。 

・勉強会を開いていってもいいなと思う。 

・１回目の勉強会の日程を決めてしまいたい。 

〇WG メンバー 

・全体会で一回目をやるときに次の会のアナウンスを

した方がよい。期日、時間、場所など。 

〇WG メンバー 

・毎回、施設規模の資料を出した方がよいと思う。 

〇WG メンバー 

・勉強会の内容のレポートは公開していきたい。 

・興味のある人達にどういう媒体を使って公開してい

けるのか。 

・勉強会でやったことを蓄積していって、あとからの

人でも追いつけるようにしていく。 

〇WG メンバー 

・１時間くらいの長さなら弥生ヶ丘高校の施設の規模

感の共有はできる。 

〇WG メンバー 

・県教委が、多様な学びや新しい学びをつくること自

体は共感している。 
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12 月の WG はど

うするか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 回目から 6 回目

の内容 

 

〇WG メンバー 

・県教委に来てもらって考え方の話を聞くというのは

とてもいいと思う。 

〇WG メンバー 

・それを具現化する場をつくることを弥生でできれば

いいと思う。 

〇WG メンバー 

・市からそういったことをまとめて提案していった方

がいい。 

〇WG メンバー 

・来年度の予算はどうなっているか。 

〇市から報告 

・全体の中で委員報酬、費用弁償等予算化している

が、それ以外の具体的な内容で予算化はしていな

い。 

〇WG メンバー 

・24 日の全体会の後の WG で話し合えたら。 

・キックオフの全体会で何をやっていくか。また R7

年度のスケジュールについて話し合いたい。 

〇WG メンバー 

・キックオフの第１回の全体会で何をやるかのデザイ

ンは事務局でやってもらえるのか。 

〇市から報告 

・12 月上旬までに各 WG で対話の場で何をやるかを

スラックで整理してもらい、それを事務局でまとめ

ていく。 

〇WG メンバー 

・当日は、高校施設の概要、WG で持っている情報の

提供、スケジュールについて説明する。 

・参加者といろんな可能性を出し合って、いいプラン

を作っていこう。という会になればいい。 

〇WG メンバー 

・１回目は、イントロダクション。情報提供は必要。

あと主体を探しているなかで、学びと営業と二方向

から進めることについて説明をして、参加者がどん

な関わり方ができそうか話あえればいい。 

・その次の段階で、弥生の場所がどういう場所になる

べきかということについて話し合った方がいい。 

・なぜ、それが必要なのかというところの話。 

〇WG メンバー 

・毎回、聞きたいことを誰かが持ち寄って勉強会を開

いていきたい。 

・内容はノートにまとめて、積み上げていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・第１回市民との対話の場

で行う内容 

① 高校施設の概要説明 

② スケジュール 

③ 進め方について 

活用の可能性について 
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・来年の前半に 6 回開いて、残りの期間でまとめてい

く。開催期間は 1 月半に一回のペース。 

〇WG メンバー 

・学んだことや皆の意見を入れていって、基本計画み

たいなものはつくっていきたい。 

・その計画のもととなるコンセプトを皆で考える。 

・その中心となるものが「学び」の場ということは、

前提となってくると思う。 

〇WG メンバー 

・なぜ「学び」なのかという話はした方がいい。 

・「学び」をクローズアップした根柢の部分の話はし

た方がいい。 

〇WG メンバー 

・勉強しながら学びのあり方のコンセプトを皆で作っ

ていく。プラスそれを弥生の場所に、実現可能なも

のとして落とし込んでいくところまで聞いていくの

か。実現可能性の部分はこちらで揉んでいくのか。 

〇WG メンバー 

・実現可能性の部分はこちらで揉んでいくことになる

のでは。 

〇WG メンバー 

・勉強会を 1 時間、そのあとに勉強したことの実現に

ついて考える時間を設けていったらどうか。 

〇WG メンバー 

・「学び」系の勉強会を３回。「活用」系の勉強会を

２回。 

〇WG メンバー 

・「学び」については、市外の話ばかりでなく、市内

の動きについてもやれたらいい。 

〇WG メンバー 

・最初急ぐ必要もないようなので、この WG は、勉強

会の開催というのを役割としてもよい。 

・勉強会の開催とともに施

設コンセプトを固めてい

く。 
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・講師への正式な講演依頼

は市から。打診は WG か

ら。 

2、今後のスケジュール 

・次回の日程 ・12 月 24 日（火）18：00 伊那市役所多目的ホール 全体会 

 


